社団法人　千葉県社会福祉士会
平成24年度　第2回理事会議事録

１、開催日時　平成24年5月26日（土）10：00～11：30

２、場所　千葉県社会福祉センター５階会議室

３、出席者　会長　　　　神山
　　　　　　副会長　　　目黒、櫻井(勉)
　　　　　　事務局長　　岡本
　　　　　　会員理事　（ぱあとなあ千葉運営委員会）吉田
　　　　　　　　　　　（総務委員会）五十嵐、櫻井(絢)
　　　　　　　　　　　（研修委員会）周藤、染野
　　　　　　　　　　　（総合相談委員会）森池
　　　　　　監事　　　　君和田
　　　　　　相談役　　　山﨑
　　　　　　代議員　　　小榑
　　　　　　会員外理事　池亀
　　　　　　次期理事　　(※)浅見、斉藤、小榑、出口　(※)傍聴
委任状提出理事　　　　　鈴木(将)、丸、川島、鈴木(勝)
委任状提出会員外理事　　西城、石川、石塚、川口
欠席代議員　　　　　　　出羽、須田、平野
欠席監事　　　　　　　　林

４、議題
（１）各委員会報告事項に対する質疑
（２）議事　１．社会的養護に関する第三者評価への対応について
　　　　　　２．その他
（３）その他

５、議事録
〇出席者及び資料の確認
· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。
· 神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。

〇委員会報告・・・資料参照。追加報告事項や質疑、訂正がある場合、発言をお願いする。
１．総合相談
· P8からP9は削除
２．地域包括支援センター部会
· 障害者虐待防止対策研修会について、当会の委託は不透明な状況になっており、プロポーザルの日程も決まっていない。法律は10月から施行され、研修は10月以降に行なわれる予定である。
· 10月1日以降、障害者虐待防止センターを市町村に配置予定である。
· 障害者虐待防止対策研修を当会でも実施するかどうかについては、当会では前向きに検討すべきである。
３．ぱあとなあちば運営委員会
· 法人後見の川島さんが理事を退任するので、理事会報告は担当理事から行うこととする。
４．倫理委員会
· 会員の苦情案件については、将来的には当会で処理することになるが、今年度は従前通り、日本社会福祉士会が対応する。
５．事務局報告
· （資料の訂正）P15・来賓依頼の記述、「日本消防士会」→「日本防災士会」
　　　　　　　　　　 ・会員外理事氏名の訂正、「池上由紀江氏」→「池亀由紀江氏」
· 次期理事立候補者の中で小野寺一郎氏が4月末に辞退したいとの申し出があり、選挙管理委員会も了承した。就任予定であった総合相談委員会の後任理事として、小榑理事にお願いをした。

〇議事
１．社会的養護に関する第三者評価への対応について
· 評価機関では関わりづらいので、出来そうな評価機関を絞り込んで、義務化された社会的養護施設で受審することの提案が出る。
· 全国社会協議会の研修では、80名ほどの研修受講者の中で千葉県からは18人受講したと報告。
· 千葉県からは６つの評価機関が参加しているおり、費用は措置の領域として、措置費で賄っており、３０万円の内訳は国２分の１、県２分の１で負担し、大体９０万円くらいである。
· 社会福祉士がやるべき課題だと思うと意見が出た。
· 議案１に関しては、P16の1．～3．の情報公表部会の方針により、施行することについて表決を採る→賛成一致。
· 情報公表部会の集まる日程は決定次第、事務局から連絡する。
· 部会の名称の検討や、委員会の変更も話し合うよう意見が出た。
２．その他
· 事務局からの報告。社会福祉士ささえあい制度における負担金の個人確定申告における扱いについて、会計事務所に相談し雑費扱いで計上可能と回答されたと報告。納めてくれた方にはお礼文と「点と線」掲載を検討している。配分委員会は、6月10日に予定。
· 代議員の選挙結果は、代議員定数45名中、立候補と地区推薦で40名が決定した。
· 日本社会福祉士会の代議員制について、日本社士会は、定数を一団体一票とする定款変更を、6月16日に行なわれる総会で提案を予定している。
· 池亀理事から次年度も理事になったことの挨拶を頂く。また、今年度の成年後見養成講座の講師を受任されたことのご報告を頂く。
· 生活保護者の不正受給についての報道に対して、人権に配慮していないのではないか。社会に、千葉県民に対して何らかの発信をすべきではないか、との意見が出る。→会長談話として当会のホームページへの掲載を検討する。
· 神山会長からの報告で、岡山県社会福祉士会主催の全国大会において、昨年度当会が千葉市より受託していた「み・まも～れ幸町」について、学会発表の予定。
· 「み・まも～れ幸町」は千葉市からの委託終了後についての報告として、千葉市あんしんケアセンター運営委託法人の審査・選定に関わるヒヤリングは6月4日の予定で、結果は追って報告する。
